
八頭町町勢要覧

鳥取県



　

八
頭
町
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中

で
、町
の
将
来
像「
人
が
輝
き
未
来
が
輝
く
ま
ち
八
頭
町
」

を
目
指
し「
第
２
期
八
頭
町
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

に
７
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
魅

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、私
た
ち
が
将
来
見
据
え
る「
八
頭
町
」は
、ど
の

よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、希
望
を
持
ち
、誰
も
が
輝
く
存

在
で
あ
り
続
け
る
地
域
社
会
で
、互
い
に
信
頼
し
、支
え
合

え
る 

「
共
生
の
ま
ち
」の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
は
、ま

ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
方
を
は
じ
め
、

地
域
や
各
種
団
体
、事
業
者
、さ
ら
に
は
行
政
が
一
体
と
な
っ

て 

「
オ
ー
ル
八
頭
」で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、本
町
の
歴
史
や
現
状
を
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
ま
し
た
。こ
れ
を
も
と
に
町
の
姿
勢
や
自
然
、歴
史
、文

化
、地
域
の
取
り
組
み
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、八
頭
町
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

吉田　英人
八頭町長

「
豊
か
な
自
然
と
と
も
に

　
　み
ん
な
で
つ
く
る  

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」 



八頭町ってこんなところ
鳥取県の東南部に位置する郡家町、船岡町及び八東町の３町は、八東川流域
として一体的な地域を形成し、歴史的・文化的にも深いつながりがありました。
急速な少子・高齢化の進行や、国際化の進展など社会情勢が大きく変化する中、
地方自治体の果たすべき役割は多様化、複雑化しています。
このような状況の中、地方分権を推進し、行・財政運営の見直しやきめ細かい行政
サービスを提供するため、平成17年３月31日に八頭町が誕生しました。
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●
住
民
参
画
社
会
の
推
進

●
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

●
男
女
共
同
参
画
の
推
進

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

●
広
域
行
政
の
推
進

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

協働

住
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、町
民
相
互
の
触
れ

合
い
と
連
帯
感
が
高
ま
る
地
域
社
会
を
構
築
し

ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

●
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

●
子
育
て
支
援
の
充
実

や
す
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
、す
べ
て
の
人
が
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
、い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

健康・福祉・
子育て

●
地
域
情
報
化
の
促
進

●
道
路
・
交
通
環
境
の
充
実

●
住
環
境
の
充
実

●
地
域
防
災
・
防
犯
体
制
の
推
進

●
消
費
者
保
護
行
政
の
充
実

安
心
安
全
な

暮
ら
し
づ
く
り

生
活
の
基
盤
と
な
る
道
路
等
の
整
備
や
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

交通・防災

人
が
輝
き

　未
来
が
輝
く
ま
ち

　
　
　
　 
　
八
頭
町

〜
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
　

　
　
　
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
〜

ま
ち
の
将
来
像

ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
７
つ
の
柱　

　

人
づ
く
り
、人
権
の
尊
重
に
重
き
を
お
き
、住
民

す
べ
て
が
健
や
か
に
、生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
、一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な

り
、個
性
が
輝
く
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
賑
わ
い
の
創
出
、多
様
な

地
域
と
の
交
流
な
ど
、よ
り
広
域
的
な
視
点
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、無
限
の
可
能
性
を
秘

め
た
輝
く
未
来
へ
の
扉
を
開
き
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

　

ま
ち
の
将
来
像「
人
が
輝
き　

未
来
が
輝
く
ま

ち　

八
頭
町
」を
実
現
す
る
た
め
の
、７
つ
の
柱
を

基
本
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
、そ
れ
ぞ
れ
に
目
的

（
目
指
す
状
態
）と
目
標
実
現
の
た
め
の
手
段（
基

本
施
策
）を
設
定
し
て
い
ま
す
。



基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

基
本
施
策

●
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
と
活
用

●
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

環
境
共
生
の

ま
ち
づ
く
り

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
等
を
進
め
な
が
ら
、環
境
教
育
の

推
進
な
ど
、住
民
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
の
振
興

●
商
工
業
の
振
興

●
観
光
の
振
興

●
連
携
・
交
流
の
推
進

●
雇
用
の
促
進

活
力
あ
る

産
業
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
か
し
た
農
林
業
の
振
興
に
努
め

る
と
と
も
に
、既
存
産
業
の
充
実
は
も
と
よ
り
、

企
業
誘
致
等
に
よ
り
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

自然と環境
保全

産業・観光・
雇用

●
学
校
教
育
の
充
実

●
社
会
教
育
の
充
実

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進

●
文
化
財
の
保
護
・
保
存

こ
こ
ろ
豊
か
な

人
づ
く
り

青
少
年
が
、明
る
く
、た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に

付
け
、郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
と
と
も
に
、幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、生
涯
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

教育・文化

●
健
全
で
効
率
的
な
行
・
財
政
運
営
の
推
進

効
率
的
で
効
果
的
な

行
財
政
運
営

健
全
な
財
政
運
営
と
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
町
政

運
営
を
基
本
に
、透
明
性
の
高
い
行
政
経
営
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、ま
ち
づ
く

り
の
課
題
を
町
民
と
行
政
が
共
有
し
、互
い
に

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

財政



郡
家
町
・
船
岡
町
・八
東
町
が
合
併
し
、八
頭
町
誕
生
①

八
頭
町
合
併
記
念
式
典
開
催
。町
章
、町
民
憲
章
、町
の
木
・
町
の
花
決
定

八
頭
町
・
韓
国
横
城
郡
交
流
協
定
調
印
②

八
頭
町
総
合
計
画
策
定

行
財
政
改
革
の
推
進
に
向
け
て
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

第
１
回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

八
頭
町
商
工
会
設
立

若
桜
鉄
道
関
連
施
設
23
件
が「
国
の
登
録
有
形
文
化
財
」に
登
録

若
桜
鉄
道
が
公
有
民
営
と
し
て
全
国
初
の
上
下
分
離
方
式
に
移
行

第
１
回
隼
駅
ま
つ
り
開
催

町
営
さ
ん
さ
ん
バ
ス
運
行
開
始

「
関
西
八
頭
町
会
」設
立

C
A
T
V
と
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始

「
八
頭
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」竣
工

八
頭
町
地
域
福
祉
計
画
策
定

「
八
頭
町
文
化
協
会
」設
立

佐
藤
雅
子
選
手
が
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピッ
ク（
ホ
ッ
ケ
ー
）に
出
場

「一般
県
道
河
原
イ
ン
タ
ー
線（
か
わ
は
ら
八
頭
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
）」全
線
開
通
③

済
美
地
区
福
祉
施
設
開
所（
済
美
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

安
部
地
区
福
祉
施
設
開
所（
安
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

上
私
都
地
区
福
祉
施
設
開
所（
上
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

「
八
頭
町
合
併
10
年
記
念
式
典
」開
催

第
２
次
八
頭
町
総
合
計
画
策
定

「
郡
家
駅
コ
ミュニ
テ
ィ
施
設（
ぷ
らっ
と
ぴ
あ
・や
ず
）」竣
工

中
私
都
・
下
私
都
・た
か
ら
保
育
所
を
統
合
し
、「
郡
家
東
保
育
所
」が
開
所

中
央
・
船
岡
・八
東
中
学
校
を
統
合
し
、「
八
頭
中
学
校
」が
開
校

若
桜
鉄
道
が
S
L
走
行
社
会
実
験
を
実
施

日
韓
交
流
10
周
年
記
念
碑
設
置

八
頭
町
人
口
ビ
ジ
ョン・八
頭
町
総
合
戦
略
を
策
定

下
私
都
地
区
福
祉
施
設
開
所（
下
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
運
行
開
始

若
桜
鉄
道
車
両
を
八
頭
町
・
若
桜
町
が
保
有
し
、新
た
な
上
下
分
離
方
式
へ

大
御
門
地
区
福
祉
施
設
開
所（
大
御
門
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

東
郡
家
地
区
福
祉
施
設
開
所（
東
郡
家
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

八
頭
町
合
併
後
の
歩
み

平
成
17
年
３
月

平
成
17
年
12
月

平
成
17
年
12
月

平
成
17
年
12
月

平
成
18
年
９
月

平
成
18
年
10
月

平
成
19
年
４
月

平
成
20
年
７
月

平
成
21
年
４
月

平
成
21
年
８
月

平
成
22
年
４
月

平
成
22
年
10
月

平
成
23
年
４
月

平
成
24
年
２
月

平
成
24
年
３
月

平
成
24
年
５
月

平
成
24
年
７
月

平
成
25
年
３
月

平
成
25
年
４
月

平
成
25
年
６
月

平
成
25
年
６
月

平
成
26
年
11
月

平
成
27
年
３
月

平
成
27
年
３
月

平
成
27
年
４
月

平
成
27
年
４
月

平
成
27
年
４
月

平
成
27
年
７
月

平
成
27
年
９
月

平
成
28
年
２
月

平
成
28
年
３
月

平
成
28
年
４
月

平
成
28
年
10
月

平
成
28
年
11
月

平
成
29
年
３
月

平
成
29
年
４
月

平
成
29
年
４
月

平
成
29
年
４
月

平
成
29
年
４
月

平
成
29
年
４
月

平
成
29
年
12
月

平
成
29
年
12
月

平
成
30
年
３
月

平
成
30
年
３
月

平
成
30
年
６
月

平
成
30
年
12
月

平
成
31
年
３
月

平
成
31
年
３
月

平
成
31
年
４
月

令
和
元
年
８
月

令
和
元
年
10
月

令
和
元
年
12
月

令
和
２
年
３
月

令
和
２
年
３
月

令
和
２
年
３
月

令
和
２
年
３
月

令
和
２
年
４
月

令
和
２
年
７
月

令
和
２
年
10
月

令
和
２
年
12
月

令
和
３
年
２
月

令
和
３
年
３
月

令
和
３
年
４
月

令
和
３
年
５
月

令
和
３
年
８
月

令
和
３
年
10
月

令
和
３
年
11
月

⑤ ④⑥

② ①③

中
私
都
地
区
福
祉
施
設
開
所（
中
私
都
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

や
ず
ミ
ニ
S
L
博
物
館「
や
ず
ぽっぽ
」竣
工
④

町
税
や
水
道
料
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始

隼
・
船
岡
・
大
江
小
学
校
を
統
合
し
、新
生「
船
岡
小
学
校
」が
開
校

丹
比
・八
東
・
安
部
小
学
校
を
統
合
し
、新
生「
八
東
小
学
校
」が
開
校

船
岡
・
隼
・
大
江
へ
き
地
保
育
所
を
統
合
し
、新
生「
船
岡
保
育
所
」が
開
所
⑤

隼
地
区
福
祉
施
設
開
所（
隼
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

八
頭
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
プ
ロ
ジェク
ト
拠
点
施
設「
隼Lab.

」竣
工

若
桜
鉄
道
観
光
列
車「
昭
和
号
」デ
ビュー

大
江
地
区
福
祉
施
設
開
所（
大
江
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
策
定

こ
お
げ
花
御
所
柿
が
Ｇ
Ⅰ（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
）に
登
録

若
桜
鉄
道
観
光
列
車
第
２
弾「
八
頭
号
」運
行
開
始

S
B
ド
ラ
イ
ブ
と
全
国
初
の
自
動
運
転
バ
ス
走
行
実
験
を
実
施

丹
比
・八
東
・
安
部
保
育
所
を
統
合
し
、新
生「
八
東
保
育
所
」が
開
所

第
50
回
記
念
隼
プ
ー
ル
祭
開
催

町
内
小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
整
備
完
了

八
頭
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
初
の
全
国
制
覇

第
２
次
八
頭
町
総
合
計
画（
後
期
基
本
計
画
）・
第
２
期
総
合
戦
略
策
定

町
営
バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
・
名
称
を「
や
ず
バ
ス
」へ
改
称
⑥

若
桜
鉄
道
観
光
列
車
第
３
弾「
若
桜
号
」運
行
開
始

八
東
駅
行
き
違
い
施
設
供
用
開
始

丹
比
地
区
福
祉
施
設
開
所（
丹
比
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

八
東
地
区
福
祉
施
設
開
所（
八
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

中
私
都
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
全
面
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の
全
国
制
覇

第
９
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ラ
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郡
家
西
小
学
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東
小
学
校
が
創
立
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周
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念
式
典
を
開
催
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至智頭町・岡山
佐用ＩＣ

至鳥取市

八東ふる里の森

扇ノ山
▲

▲遠見山

安徳の里
姫路公園大樹寺

（ウラクツバキ）

西御門（大イチョウ）

物産館みかど

八頭町芸術文化
交流プラザ
あーとふる八頭

土師百井
廃寺跡

成田山
青龍寺福本

オハツキ
イチョウ

船岡竹林
公園

やずミニＳＬ
博物館

隼Lab.

河原駅

東郡家駅

鷹狩駅

安部駅

八東駅若桜鉄道

八
東
川

徳丸駅

丹比駅

若桜駅

八頭高校前駅

河原IC

八東川水辺プラザ
河川公園

こおげフレンド
センター
こおげフレンド
センター

峰寺薬師

かわはら八頭

フルーツライン
因幡
船岡駅

隼駅

郡家駅郡家駅郡家駅郡家駅

清徳寺

矢部家住宅

至若桜町
姫路・山崎IC
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はっとうフルーツ
観光園

鍛冶屋温泉

澤神社

道の駅はっとう
八東フルーツ
総合センター

八東総合
運動公園

天満山
公園 新興寺

氷ノ山後山那岐山国
定公園の一角にあり、
標高1,309.9m、日本
300名山のひとつです。

地勢
八頭郡の中央部に位置し、７世紀に成立した因幡国の最
大の郡である八上郡がありました。鳥取県の一級河川千
代川に注ぐ最大の支流である八東川流域として、古来より
交通の要所として栄え、現在も社会・経済の基盤をなして
います。八東川流域には帯状に耕地が開け、稲作を中心
に梨・柿・りんごなど果樹栽培も盛んに行われています。

Topography 伝統・文化
「因幡・但馬の麒麟獅子舞」が令和元年５月に日本遺産に認定、令和２年３月
には、国重要無形文化財に指定されました。その舞いは、地域の安寧を願い、
受け継がれ、人々に幸せを分け与えています。県の無形民俗文化財に指定され
ている「澤神社の麒麟獅子舞」、江戸時代前期から続き、榊・御幟・神輿などが
練り歩く「下船岡神社神幸祭」、江戸時代後期に農業用水路を築き地域の水
不足を救った安藤伊右衛門翁をしのぶ「安藤祭」などの伝統芸能があります。

Culture

気候・四季

年平均気温は13 . 2℃。年降水量は約
2000㎜で、梅雨・冬期と年間を通じて豊
富です。春・秋は比較的温和で、夏は台
風などの自然災害が少ないため、気候条
件に恵まれています。冬は季節風の影響
で平野部でも100㎝に届くような大雪と
なる年もありますが、四季の移ろいは農
作物を潤すとともに私たちの五感を楽し
ませてくれます。

Climate 原風景

『懐かしい風景を走る、笑顔と笑いが生ま
れる、新しくて懐かしい鉄道の旅を演出
する』をコンセプトにデザインされた「昭
和号」「八頭号」「若桜号」は、昭和初期の
原風景の面影を残す沿線を、今日も美し
く駆け抜けています。若桜鉄道は、地域
の宝として、全線開通100年を目指してい
ます。

Landscape 特産品（フルーツ）

清らかな水と肥沃な土壌によって育った
農作物は、私たちに食す楽しみと健やか
な日々を届けてくれます。梨、柿、りんご、
ぶどうなど、秋は町中フルーツ色に染まり
ます。中でも日本一の甘柿と呼ばれる「こ
おげ花御所柿」は、200年以上前から栽
培されており、GI（地理的表示保護制度）
にも登録されています。

Fruit

29 新因幡ライン～ふるさとに出会う幸福（29）ロード～
フルーツロード
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鳥取県八頭町
〒680-0493 鳥取県八頭郡八頭町郡家493番地

Tel.0858-76-0201（代） Fax.0858-73-0147（代）

八頭町（やずちょう）の「や」の文字で、人々が集い
自然と調和して暮らす町をデザイン化。羽ばたく鳥
の姿で自然との一体感や大空に夢が広がる町の
明るいイメージを表し、八頭町の飛躍を象徴した
ものである。

一 健康で明るい家庭を築きます。
一 たがいに声をかけあい、誰にも親切にします。
一 思いやりと感謝の心で、人を大切にします。
一 力をあわせ住みよいまちをつくります。

町の花：さつき 町の木：柿

町 章

町 民
憲 章

町の木
町の花

大　阪～ 郡　家
岡　山～ 郡　家

約2時間20分
約1時間30分

【特急スーパーはくと】

【特急スーパーいなば】

鉄道 Railway

大　阪～ 鳥　取
（なんば便、梅田便）

約3時間00分【日本交通高速バス】

高速バス Bus

約2時間20分

約2時間10分

約2時間20分

自動車 Car

大　阪～ 郡　家
【大阪（中国自動車道） 山崎IC～R29～八頭】

大　阪～ 郡　家
【大阪（中国自動車道） 佐用JCT～河原IC～船岡IC～八頭】 

岡　山～ 郡　家
【岡山～R53～（鳥取自動車道）智頭IC～河原IC～八頭】

東　京 ～ 鳥　取 約1時間15分 【全日空（ANA）】

飛行機 Airplane

Access

↓関西国際
　空港

←至 島根

至 兵庫→

津山IC

山陰本線

山陽新幹線

智頭急行

岡山IC岡山JCT

落合JCT 佐用JCT

河原
IC 智頭IC

鳥取
IC

山陰道

鳥取砂丘
コナン空港

米子鬼太郎
空港

山崎IC

福崎IC

神戸JCT 吹田JCT

高槻JCT・IC
京都南IC

姫路東IC

和田山IC

院庄IC

智頭

若桜

姫路 神戸岡山 大阪

京都

倉吉米子

境港

新名神
高速道路
新名神
高速道路

山陽自動車道

鳥
取
自
動
車
道（
無
料
）

因
美
線

播
但
連
絡
道
路

名
神
高
速
道
路

9

482

178

53

鳥取

中国自動車道中国自動車道

29郡家

浦富海岸

氷ノ山

扇ノ山

鳥取砂丘

芦津渓谷

30分鳥取空港 → 郡家

20分鳥 取 駅 → 郡家

車

JR

や
ず
ぴ
ょ
ん

八
頭
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
ず
ち
ょ
う

八頭町マスコットキャラクター「やずぴょん」
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